
平
成
17
年
度
は
、
市
民
と
共
に
創
る
「
新
生
・
元
気
七
尾
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
住
み
や
す
い
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
や
福
祉
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税
に
お
い
て
、
合
併
前
の
旧
団
体
と
し
て
算
定
し
た
額
を
合
算
す
る
特
例
「
合
併
算
定
替
」
の
初

年
度
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
歳
出
で
は
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
、
み
な
と
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
方
財
政
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
お
け
る
、
国
庫
補
助
・
負
担
金
の
改
革
、
税
源
移
譲
、
交
付
税

制
度
改
革
の
影
響
を
受
け
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
局
面
と
な
る
た
め
、
今
後
財
政
の
健
全
化
に
向
け
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に

推
進
し
、
さ
ら
な
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
な
が
ら
財
政
基
盤
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

市
勢
発
展
の
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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財政課
53－8455

歳入総額 
３５１億 

６,２７３万５千円 

市税 
８８億３,８００万３千円 
(△２．９％)

％) 地方交付税 
１０３億８，３４７万４千円 
(＋３．５％)

国庫支出金３６億１，９８２万円(△１２．０％) 
県支出金１９億３，３１３万３千円(△１２．７％) 
繰入金１１億６，４０２万７千円(△２９．５％) 
諸収入１３億６，５８０万１千円(＋３４．１％)

市債 
４４億９，８４０万円 

(△２０．３％)

その他 
３３億６，００７万７千円 

(△１５．７％)

通　会　計 

１．入湯税
目的：温泉地であるために必要となる経費に充てるため

・ごみ処理など 3,006万円

・消防関係 397万8千円

・観光の振興（ソフト事業） 9,505万5千円

・観光施設の整備 1,016万7千円

計 1億3,926万円

２　都市計画税
目的：都市計画事業を行うため

・都市計画街路 3億6,462万2千円

・下水道など 1億5,489万円

・公園 483万3千円

・土地区画整理 6,943万5千円

計 5億9,378万円

平成17年度の目的税のつかいみち

基金の状況
・財政調整基金残高 11億5,527万5千円（△17.5％）
・源債基金残高 8,838万4千円（△56.1％）
・その他特定目的基金残高 6億6,109万6千円（△39.9％）

計 19億475万5千円（△29.5％）
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※（ ）前年比

6




